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Abstract Behaviors that benefit others are called “prosocial behaviors,” and promoting children's prosocial 
behaviors is an important educational goal. However, prosocial behavior towards one person can be criticized by 
social rules and can result in harm to another person. The purpose of this study was to ascertain factors for 
“prosocial behavior not operating prosocially” from the viewpoint of family systems theory. Collected cases were 
classified, and cases in which children’s prosocial behavior was observed in conflict situations are discussed. An 
analysis revealed that the factors for “prosocial behavior not operating prosocially” are (1) third-party systems, 
(2) system differences, and (3) punctuation rules. Some suggestions for teacher interventions in conflict situations 
were also obtained. 
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本研究で用いる言葉の定義を Table 1に示す。 
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（1） 一般システム理論と家族システム論 
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分類の結果を Table 2 に示す。同定した 100 事例
のうち，葛藤場面が見られなかった事例は 55 事例，
葛藤場面が見られた事例は 45事例だった。 
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  二者 24 事例
「給食の時間が終わり，児童たちが片づけのため動き出すが，給食の途中でトイレに
行った児童 D の，給食の容器が机の上に出したままになっている。教師が，『誰か D の
給食片づけてあげて。トイレ行ってるから。気づいて。』と声を掛ける。D の席の近くに
いた児童が D の給食の容器を片づける。」（事例 055），「児童 E は階段に落ちていた防災




  三者 1 事例











   三者 2 事例
「中休みが始まり，児童 H，I，J が一か所に固まって話している。H は鬼ごっこで遊び
たいが，Iは鬼ごっこはしたくないと言い，遊べずにいる。Jは鬼ごっこがいいと話す。」
（事例 023），「台数が限られている一輪車を児童 A が使っている。児童 B は一輪車を使
いたいが，一輪車が残っていないため，A に『貸してほしいな。』言う。B は『前貸した
もん。』と答え，一輪車に乗り続ける。A と B のそばで一輪車に乗っていた C が，『じゃ
あみんなで順番こに使おうよ。ここまで行ったら交代するね。』と言い，『A も貸してあ


















    三者 9 事例
「児童 L が立ち上がり，個別に児童の丸付けを行っている教師のもとへ行き声をかけ
る。『児童 M（L の前の席）が宿題をやっていなかった』と先生に伝え，すぐに自分の席
に戻ろうとする。教師は，まず M に対し『漢字やってなかったの？』と聞く。L は宿題
をする手を止め，うなずく。次に教師は Lに対し，『Mは自分で判断して今やってる。だ
から認めてあげよう。』と言う。」（事例 005）など 
                                                                
*1 クラスメイトは「友人」と表記する 
*2 人物の発言には二重鉤括弧『 』を用いる 
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解決できる。しかし，【事例 023】では，それぞれ
の意見が対立した後，すぐには解決に至っていない。
































































































































































 授業終了 10 分前に，教師が，V や U の様子を
見て「切り替えられそう，V？」と聞く。P はう
なずく。教師は続けて「じゃあ U も切り替えて










他に，U と同じくⅡ班の W，不正だと U に指摘
をされる V，教師が登場する。V は，U に「ずるし
てる」と言われたことを泣きながら教師に報告する。
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